
令和8年度用瀬地域振興未来会議の進め方（案）

4月24日

①地域に根差した特産品の開発と担い手育成・確保

②空き家の有効活用

地域振興に
関する提案書

作成

２月

重点課題テーマについて

年６回開催

６月 ８月 １０月 １２月

特産品・お土産品
の開発が進んでい
ない

課 題 現在のアクション
７年度

流しびなの担い手
不足と継承体制の
構築

空き家の有効活用
が進んでいない

有効的な情報発信
が出来ていない

Future Seeds Mochigase
の設立 ラベンダー植付

･製作ボランティア募集
･民俗文化財調査準備
･雛鳥プロジェクト連携

･空き家調査の実施
･住み継ぎノートワー
クショップの開催

･＃もちがせつくろう
を使った情報発信
･観光案内マップ制作

次の一手（アイデアの具現化） 検討・展開

・お土産品等開発の具体的な取組推進

・継続的な取組
・民俗文化財調査の開始（令和８年度から１０年度の３年間）

・空き家相談体制の拡充検討

・継続的な取組
・マップ設置場所の拡大と情報発信の強化

資料３

（実施予定月）
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用瀬地域振興未来会議

（所掌事務）

•⑴ 地域特有の課題や地域振興について調査・研究を行い、
解決策について検討すること。

•⑵ 市に対して必要に応じ地域振興に関する提案を行うこと。

•⑶ 地域未来プランの進捗管理を行うこと。

７



もちがせ地域未来プラン（概要版）

地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
の
柱

めざす将来像 人と自然と文化が奏でる 安らぎと賑わいを未来へつなぎ 誰もが安心して暮らせるまち もちがせ

清らかな水の流れる千代川や花崗岩からなる峰々が織りなす雄大な自然。四季折々の美しい風景と、人の温かさに触れることができるまち用瀬。この豊かな地域

には、「用瀬の流しびな」をはじめとする、古くから伝わる貴重な歴史と文化が息づいています。私たちは、これらの宝物を未来を担う次代へ確実につなぎ、自然

豊かなこの地域を愛し、ふるさと用瀬を大切にする思いのあふれるまちを目指します。

また、地域の豊かな資源を交流人口や関係人口の拡大に活用し、各種団体や地域住民と協働して賑わいのあるまちづくり

を進めるとともに、住み慣れた地域でいつまでも生き生きと安心して暮らし続けることのできるまちを目指します。
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